
りんどうのプラグ育苗法

プラグ育首の特性と方法、及び無移植・早期定植 ――一

野菜花き部

1.背 景とねらい

本県の花き品目の中いであるりんどうは転 生産量、蜘 こ帥 地位に

ある力＼慎行の地床育苗t去 育苗場所窃招罪箕 困難となってきており産地の慾

強化のため新たな良苗生産技術の開発が重要な課題となっている。

そこで、近年注目されつつある、プラグ方式によるりんどうの育苗法とこれを用い

た無移植 ・早期定植の効果について検討した。

2.技 術の内容

プラグ育苗床土に'よ りんどう培土を用い、 トレーには早生種では 200セメk極 晩

生種で288セ ル程度の規格で良苗が育成できる。苗の無移植 ・早期定植 (6月 )に よ

り、株の生育が促進され、慣行の移植育苗 ・定植より大幅に勝る。

スト移植と商掘り上帥 堆艇、される事により、慣行の育苗法の約拓殉
となる。

1)プ ラグ育苗卿

(1)プ ラグトレーを用いて育商した場合、苗の生育経過は早験建【 トレーの規格に

関係なく、s字状となり、7月上旬頃には生育が鈍化する。

セブ 苗 の生育量はプラグ トレーのセ均 獣こきいものほど大きくなると
得)プ ラグ育苗は慣行の移植育苗に比較して首育成から定植まで約75%の 省力とな

る。

“)プ ラグ育苗 ・早期定植方式の場合、播種当年の株の生育t去 慎行育苗に勝り、

特に極晩生系でその差が大きく、同2年株も生育は極めて旺盛で欠株率も低い。

勢 舗 の雅

(1)播 梗用土tよ りんどう培土を用いる。

(2)育 苗に使用するトレー規格↓去 早生系で 200セル程度【極晩生系で 288セル程

度を用いる。

偲)播 種は、縫針を利用 した方法で 1セル 3～ 6粒播きが可能で、種子10辺で

12.000～13.600セルの播種が可能である。
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141多粒落種した場合、間引きは播種抜lヵ月以内に行う。

(5)プ ラグ育首中の追肥よ 播種後畑日目堕から、 1.鵬 の液肥を通宣、使用する。

(6)4月 中旬に1セル2粒播きとした場合の商の欠株幕は、裸隷漂顕ス トレー規格に

よって異なるが【概ね6月下旬で15-20‰ 8月下旬で20-35%と なる。

9 プ ラグ苗を用いた無移植・

(1)プ ラグ育首した苗の定植は、3月中～下旬播種の場合5月下旬～6月血

江月中旬橋種の場給【 6月下旬とする。

(2)定植床は、慣行法と同様の施肥量とし、黒マルチとするカミ定植は、床が十分に

湿った時期を選んで行う。

つ 適 応試験 県下全域

3. 子旨寒尭上ゴD屯霊蓬辞事鴫真

1)プ ラグ育苗方式は、セル内の用上が少なく、乾換し易いため、      の ある

ハウス内で育高し、潅水は通常一日一回均一に充分な量を与えるがヽ セル内の上の乾

湿には常に注意し、高温時には遼光する。

〕 プ ラグトレーは、プレス成型のプラステイック製のため基本的には使い捨てとされ

ている力＼ トレーは、水稲育苗箱と同じ大きさなので、この箱を利用して管理すると

最低でも2回の被開が可能である。但し、懐開後は水洗して保管し、再利用の時は必

ずダコニール等で消毒後、用いる。

9 プ ラダ育苗方式を利用した場合、育苗の経費は 10a当たり16,館円で慎行の86%で

ある。

4)定 植床のマルチ↓よ 床面に密着するように張る。

D 育 苗期の病害虫防除と定植後の葉枯病等の防除に雰める。
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